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【部門区分】第１部門第２区分
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【公開番号】特開2020-162968(P2020-162968A)
【公開日】令和2年10月8日(2020.10.8)
【年通号数】公開・登録公報2020-041
【出願番号】特願2019-68029(P2019-68029)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  16/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ  16/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ   16/06     　　　Ｃ
   Ａ６１Ｍ   16/10     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月8日(2020.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　患者には、例えば最大流量２Ｌ／分の９０％程度に濃縮され適度に加湿された酸素が、
酸素濃縮装置１の酸素供給ノズル（ワンタッチ酸素出口）６から、図１に示す鼻カニュー
レ２０あるいは鼻カニューレ３０を経て、供給される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　１：酸素濃縮装置、　２：装置本体、　３：操作パネル部、　４：取っ手、　５：キャ
スタユニット、　６：酸素供給ノズル、　７：酸素供給量表示部、　８：設定ボタン、　
９：電源スイッチ、　１０：表示部、　１５：酸素ガス供給装置、　２０：鼻カニューレ
、　２１：ソケット、　２２：管、　２３：鼻孔挿入用ノズル、　３０：鼻カニューレ、
　３１：ソケット、　３３：鼻孔挿入用ノズル、　３５：第１管、　３５Ａ：第１端部、
　３５Ｂ：第２端部、　３６：第２管、　３６Ａ：第１端部、　３６Ｂ：第２端部、　４
０：医療用ガスカップリング、　５０：本体、　５１：第１部分、　５１Ｄ：接続端面、
　５１Ｆ：フランジ部、　５２：第２部分、　５２Ｄ：接続端面、　５２Ｆ：フランジ部
、　５３：中空部、　５３Ｒ：内周面、　５４：シール材、　５５：締結部材、　５６：
第１接続端部、　５６Ａ：外端部、　５６Ｂ：内端部、　５６Ｈ：中空穴、　５６Ｋ：傾
斜部分、　５６Ｍ：係合部分、　５７：第２接続端部、　５７Ａ：外端部、　５７Ｂ：内
端部、　５７Ｈ：中空穴、　５７Ｋ：傾斜部分、　５７Ｍ：係合部分、　６０：弁体、　
６１、６２：曲面部分、　６３、６４：平面部分、　６５：第１突出部、　６６：第２突
出部、　６７：第１シール部材、　６８：第２シール部材、　７１：第１スプリング、　
７１Ｓ：一端部、　７２：第２スプリング、　７２Ｓ：一端部、　１００：空気取入口、
　１０１：フィルタ、　１０２：吸気フィルタ、　１０４：冷却用ファン、　１０５：コ
ンプレッサ、　１０７：３方向切換弁、　１０８ａ、１０８ｂ：吸着筒、　１１１：製品
タンク、　１１２：圧力調整器、　１１４：酸素濃度センサ、　１１５：流量調節器、　
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１１８：開放弁、　１２０：排気マフラ、　１２１：排気口、　１２３：モータ制御部、
　１２３ａ：可変速度制御器、　１２４：制御部、　１２５：スイッチング電源部、　１
２７：充電式バッテリ、　１３０：ＡＣ電源コネクタ、　１３２：ショックセンサ、　１
３５：加速度センサ、　２４０：医療用ガスカップリング、　２５０：本体、　２５１：
第１部分、　２５２：第２部分、　２５３：中空部、　２５６：第１接続端部、　２５６
Ｈ：中空穴、　２５６Ｍ：係合部分、　２５７：第２接続端部、　２５７Ｈ：中空穴、　
２５７Ｍ：係合部分、　２６０：弁体、　２６５：突出部、　２６６：凹部、　２６７：
第１シール部材、　２７１：第１スプリング、　２７１Ｓ：一端部、　２７２：第２スプ
リング、　３４０：医療用ガスカップリング、　３５６：第１接続端部、　３５７：第２
接続端部、　３７１：第１スプリング、　４４０：医療用ガスカップリング、　４５６：
第１接続端部、　４５７：第２接続端部、　４７１：第１スプリング、　ＦＲ：火炎、　
Ｔ：ガス導通路、　ＶＰ：減圧手段
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】
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